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《
五
臓
の
相
互
関
係
》

　

五
臓
は
、そ
れ
ぞ
れ
影
響
し
合
っ
て

生
命
活
動
を
維
持
し
て
い
ま
す
。前
回

に
続
き
、そ
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
言
及

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

五
臓
の
中
の
二
臓
の
組
み
合
わ
せ
は
、

10
組
あ
り
ま
す
。

　

1
．心
と
肺

　

2
．心
と
脾

　

3
．心
と
肝

　

4
．心
と
腎

　

5
．肺
と
脾

　

6
．肺
と
肝

　

7
．肺
と
腎

　

8
．肝
と
脾

　

9
．肝
と
腎

　

10
．脾
と
腎

　

今
回
は
2
の《
心
と
脾
》に
つ
い
て

み
て
み
ま
し
ょ
う
。

　2
．心
と
脾

　【心
と
脾
の
正
常
関
係
】

（
図
1
）血
は
、脾
の
運
化
作
用
に
よ
り

水
穀
よ
り
生
成
さ
れ
ま
す
が
、脾
が
血

を
造
っ
て
心
に
血
を
供
給
し
て
、心
の

循
環
作
用
を
促
進
し
、心
が
蔵
し
て
い
る

神
志（
精
神
活
動
）も
脾
に
よ
っ
て
生
成

さ
れ
た
血
に
よ
っ
て
滋
養
さ
れ
ま
す
。

ま
た
脾
の
統
血
作
用
に
よ
っ
て
循
環
血

が
血
管
外
に
漏
れ
出
な
い
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。心
は
、全
身
の
血
を
循
環
さ
せ
、

心
血
に
よ
っ
て
脾
を
滋
養
し
ま
す
。

心
と
脾
の
関
係
は
、こ
の
よ
う
に
密
接

で
あ
る
た
め
に
、両
者
は
、互
い
に
影
響

を
及
ぼ
し
合
い
ま
す
。例
え
ば
、脾
が

弱
り
、気
血
を
十
分
に
造
ら
れ
な
く

な
る
と
、血
が
不
足
し
て
心
の
働
き
が

低
下
し
ま
す
。

【
心
と
脾
の
病
的
関
係
】

（
図
2
）飲
食
不
摂
生（
過
食
、ア
ル
コ
ー

ル
の
飲
み
過
ぎ
、冷
た
い
飲
食
物
の

摂
り
過
ぎ
）や
思
慮
過
度（
心
血
が
消
耗

し
て
、脾
を
滋
養
で
き
な
く
な
る
）に

よ
っ
て
脾
の
働
き
が
損
傷
さ
れ
る
と
、

運
化
作
用（
消
化
吸
収
作
用
）に
よ
っ
て

血
の
生
成
不
良
と
な
っ
た
り
、統
血
作
用

が
不
良
と
な
っ
て
出
血
し
や
す
く
な
っ
た

り
し
て
、心
が
滋
養
さ
れ
な
く
な
り
、

心
血
が
不
足
し
、心
神
が
不
安
定
に
な
り

ま
す
。一
方
重
症
の
疾
病
･
病
後
･
出
血

症
な
ど
に
よ
っ
て
心
の
血
が
不
足（
心
血

虚
）と
な
る
と
、脾
が
滋
養
さ
れ
な
く

な
っ
て
、脾
の
作
用
が
低
下（
脾
虚
）し

ま
す
。こ
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
た
め
、

心
脾
両
虚
証
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。心
脾

両
虚
証
で
は
、①
脾
虚
症
状
と
し
て
食
欲

不
振・食
後
の
膨
満
感・胃
も
た
れ・下
痢・

全
身
倦
怠
感
が
あ
り
、②
心
血
虚
症
状

と
し
て
め
ま
い
・
動
悸
・
不
眠
・
多
夢
・

健
忘
、③
脾
虚
に
よ
る
統
血
作
用
不
足

に
よ
り
過
多
月
経
･
皮
下
出
血
・
不
正

性
器
出
血
を
生
じ
ま
す
。例
え
ば
、脾
虚

で
慢
性
的
に
消
化
器
が
虚
弱
で
食
欲
が

低
下
し
て
い
る
人
に
頭
が
ボ
ー
ッ
と
し

て
、立
ち
く
ら
み
や
動
悸
を
訴
え
る
方

が
い
ま
す
。こ
れ
は
、脾
虚
に
よ
っ
て
気
や

血
の
生
成
が
上
手
く
い
か
な
く
な
っ
て
、

心
血
不
足
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。一
方

悩
み
事
が
多
く
、考
え
込
み
す
ぎ
る
方

に
は
、心
血
虚
症
状
と
し
て
の
不
眠
な

ど
を
生
じ
、食
欲
減
退
と
い
っ
た
脾
虚

症
状
も
伴
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
治
方
】

　
帰
脾
湯
、加
味
帰
脾
湯（
熱
証
を
伴
う

と
き
）が
多
用
さ
れ
ま
す
。全
身
倦
怠
感

を
伴
っ
た
ら
、人
参
養
栄
湯
を
用
い
、不
眠

が
強
い
と
き
に
は
、養
心
湯（
党
参
、黄
耆
、

炙
甘
草
、当
帰
、茯
神
、茯
苓
、柏
子
仁
、

酸
棗
仁
、遠
志
、五
味
子
、川
芎
、半
夏
、

肉
桂
）を
用
い
、不
眠
と
夜
間
尿
が
み
ら

れ
た
ら
、清
心
蓮
子
飲
を
用
い
ま
す
。
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医
療
法
人
和
漢
全
人
会

花
月
ク
リ
ニ
ッ
ク

日
本
東
洋
医
学
会
専
門
医

医
学
博
士

辻
　
　
和
　
之

昭和26年 北海道江差町に生まれる
昭和50年 千葉大学薬学部卒業
昭和57年 旭川医科大学卒業
平成 4年 医学博士取得
平成10年 新十津川で
　　　　 医療法人和漢全人会花月クリニック開設
日本東洋医学会　専門医
日本糖尿病学会　専門医
日本内科学会　　認定医
日本内視鏡学会　認定医

医療法人社団和漢全人会花月クリニック

図1.心と脾の関係
・脾で造られた血が、心が蔵する神志（精神活動）を滋養する 
・統血により血管から血が漏れ出なくする
・運化による血の生成し、心に血を供給する

・心血によって滋養（血を脾に送り､脾を養う）

脾 心

図2.心と脾の病的関係

脾虚 心血虚心脾両虚

心血による滋養↓

月経過多、皮下出血

精神疲労

多　夢

精神不安

めまい

無力感

不　眠

動　悸

健　忘

食欲不振

全身倦怠感

腹部膨満感

下　  痢

顔色に艶がない

胃もたれ

飲食不摂生
過　食

冷たい飲食物の
摂り過ぎ
アルコールの
飲み過ぎ
思慮過度
ストレス
肉体疲労

統血↓血の生成↓

思慮過度
精神疲労
出　血

重症の病後
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